
紹
　
介

一
座
勇
一
著

『一

р
ﾌ
原
理

－
日
本
申
世
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一
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か
ら

現
代
の
S
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ま
で
一
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中
世
の
国
人
一
揆
の
研
究
を
中
心
に
今
ま
で
多

数
の
論
文
を
発
表
し
て
き
た
若
手
研
究
者
が
、
一

揆
に
つ
い
て
解
説
し
た
本
で
あ
る
。
一
般
向
け
の

書
物
で
あ
る
が
、
著
者
の
最
新
の
研
究
成
果
が
色

濃
く
反
映
さ
れ
て
お
り
、
研
究
者
に
と
っ
て
も
本

書
は
大
い
に
利
益
を
あ
た
え
て
く
れ
る
。

　
そ
の
成
果
と
し
て
真
っ
先
に
挙
げ
る
べ
き
は
、

中
世
の
武
士
が
国
人
一
揆
を
結
成
す
る
と
き
に
作

成
す
る
起
請
文
、
す
な
わ
ち
「
一
揆
契
状
」
に
関

す
る
研
究
で
あ
ろ
う
。
一
揆
契
状
の
実
証
的
分
析

を
土
台
と
し
て
、
国
人
一
揆
の
特
質
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
。

　
何
よ
り
、
戦
前
以
来
膨
大
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た

一
揆
研
究
に
関
す
る
定
説
へ
の
批
判
も
踏
ま
え
て
、

一
揆
を
総
体
的
に
論
じ
て
い
る
点
は
特
筆
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

　
著
者
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
に
基
づ
い
て

一
揆
を
反
体
制
的
な
階
級
闘
争
・
革
命
と
見
な
し

て
き
た
従
来
の
一
揆
研
究
を
批
判
す
る
。
だ
が
一

方
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
唯
物
史
観
へ
の
ア
ン

チ
・
テ
ー
ゼ
と
し
て
起
こ
っ
た
一
九
八
○
年
代
以

降
の
社
会
史
研
究
に
対
し
て
も
、
研
究
史
上
の
功

績
を
認
め
な
が
ら
も
批
判
的
で
あ
る
。
一
揆
結
成

時
に
行
わ
れ
た
＝
味
神
水
」
の
儀
式
を
過
大
評

価
す
る
な
ど
、
社
会
史
研
究
は
一
揆
の
宗
教
的
側

面
を
過
度
に
強
調
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
一
揆
の
本
質
は
、
反
政
府
の
武
力
行
動
で
も
な

く
、
前
近
代
の
未
開
社
会
の
呪
術
的
信
仰
で
も
な

い
。
～
揆
と
は
、
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
紐
帯
で
あ

り
、
～
種
の
「
契
約
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
本
書

の
根
底
に
流
れ
、
著
者
が
繰
り
返
し
最
も
強
く
主

張
す
る
一
揆
観
で
あ
る
。
ま
た
、
書
名
の
副
題
に

も
明
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
ミ
ク
シ
イ
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
と
い
っ
た
現
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ

ス
（
S
N
S
）
と
中
世
の
一
揆
の
類
似
点
を
見
出

し
て
い
る
点
が
本
書
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
江
戸
時
代
や
明
治
時
代
初
期
の
一
揆

や
、
荘
家
の
～
揆
や
土
一
揆
あ
る
い
は
寺
社
の
強

訴
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
中
世
の
一
揆
、
そ
し
て

宗
教
思
想
や
刀
狩
り
な
ど
　
揆
以
外
の
研
究
の
最

新
成
果
も
可
能
な
限
り
盛
り
込
ん
で
お
り
、
幅
広

く
目
配
り
が
利
い
た
書
物
と
な
っ
て
い
る
。
な
お

終
章
で
、
東
日
本
大
震
災
以
降
の
脱
原
発
運
動
と

江
戸
時
代
の
百
姓
～
揆
と
の
共
通
点
を
見
出
し
、

そ
こ
に
問
題
を
提
起
し
て
い
る
点
は
、
S
N
S
へ

の
言
及
と
併
せ
て
議
論
を
呼
び
そ
う
で
あ
る
。
と

も
か
く
、
本
書
が
意
欲
作
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
で
あ
ろ
う
。
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